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九

一

一

年

英
國
は

近
代
絕
へ
て
見
ざ
る
大
政
.爭
を
賭
し
て
、英
國
憲
法
史
上
に
特
筆
大
書 

せ
ら
る
可
き

國
會
法
を

制
®

し
、以
て

貴
族
院

の
否
認

權
亿
大
削
減
を
加
へ
た
。
然
し
己
.の
國 

，
法
#
 

&

の
直
接

.の
，0 

族

院
に

大
多

數
t
 

0
甘
る
統
一
黨
が
自
由
.黨
政
府
の
政
策
を 

事
每
广
妨

#

す
、る
の
で
同
：鐵
が
多
年
の
懸
案
ど
せ
る
各
種
の
社
會
政
策
を
始
め
、愛
蘭
自
治

^
 

や
ク

r

ル

ス
國
敎
廢
止
粱

や

®
擧
法
改

JH
案
等
を

通
過
せ
し
め
む

ど
す
る
に
は
、先
づ

_

I

卷

(

ニ

0
三)

，

耽

英

議

院

の

玫

造

、

？

r



第
十
三
卷

a

ー，〇四

)

論

m

英_袭
院
の
改
造

 

第九掳
 

二
 

の
牙
城
た
る
貴
族
院
を
突
き
崩
す
、必
要
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
，の
法
律
制
足
の
結
®
、庶 

K

院
ょ

6

も
古
き
名

#

の
歷
史
を
有
す
る
.貴
族
院
は
殆
ど
全
く
其
の
權
能
を
剝
奪
せ
ら
れ
て
、
 

英
國
は
事
實

.

マ
院
制
度
の
國
と
化
し
了
れ

&

と
云
ば
る
る
に
至
つ

*

の
で
あ
る
が
、英
國
人
は 

當
面
の
間
題
に
忙
殺
せ
ら
れ

V
、

貴
族
院
は
之
を
破
墩
し
た
儘
：に
放
置
し
た
の
で
あ
つ
た

。

m
 

角
す
る
中
、歐
洲
大
.•戰
は
勃
發
し
て
、貴
族
院
改
造
問
題
の
如
き
は
高
間
に
束
ね
ら
れ
て

、
®

た
之

を
論
議
す
る
者
な
き
に
至
つ
た
。
所
が
ロ
イ
ド

*
.ジ
ョ
ー
ジ

內

閣

は

g
p
e
a
k
e
^
s

 

C
o
n
f
e
r
e
n
c
e

に
依
て

..

.
 

- 

.

.

.

.
—

選
擧
及
改
正
の
定
案
を
獲
た
る
に
勢
付
い
て
.、一
九
一
七
年
八
月
ブ
ラ
イ
ス
卿
を

#
頭
と
す
る 

『

貴
族
院
改
革
評
議

#
』
(
c
o
n
f
e
r
e
n
c
e

 
o

n

骨

R
e
f
o
r
m

 o
f

 t
h
e

 S
e
c
o
n
d

 c
h
a
m
b
e
r
)

を
m

織
せ
し
め
た
。

こ 

の
評
議
會
は
三
十
二
人

「

の
：政
治
家
憲
法
學
者

#

ょ
り
成
り

*
同
年
十
月
ニ

. 

H

の
開
會
か
ら
爾
後 

.
六
.
ヶ
へ
月
を
費
し
、前
後
_四
十
八
囘
の
會
議
を
重
ね
て
、英
國
貴
族
院
改
革
に
對
す
る
定
案
を
獲
て
、
 

ム

九

一

八
年
四
月
ブ
ラ
イ
ス
卿
の
名
を
以
て
宰
相
口
イ
ド
ジ
ョ
ー
ジ，に
報
告
し
た
の
で
あ
る
。
 

こ
の
ブ
ラ
イ
ス
卿
の

.：宰
相
に
宛
て
へ
た
書
簡(

即
ち
報
吿
書

)

は
S

書』

：ど
し
て
公
刊
せ
ら
れ
た
が
、
 

流
石

一

代
の
政
治
學
奢
の
手
に
成
つ
れ
だ
け
あ
つ

' 

て
、大
版
廿
四
頁
の
小
册
子
內
に
於
て
、能

{
 

貴
族
院
改
革
の
意
義
を

.
盡
し
て
居
る
、。

(

果
た
し
て
ブ
ラ
イ
ス
，卿
が

«;

ち
に
筆
を
執
っ
た
か
：ど

ぅ
か
は
分
ら

•
な

S

 

•
か
、

文
章
遒
勁
で
周
匝
で

.『

神
®

羅
馬
帝
國

』

や『

亜
米
利
-加
共
和
固

』

の
妙
味
を 

矽
®
せ
し
む
る
も
の

力

あ
る

)

。『

货
族
院
改
苹
評
議
會

』

の
報
吿
が
果
た
し
て
英
國
貴
族
院
改
革 

.の
基
礎
案
と
な
る
や
否
や
は
啓
人
の
保
瞪
す
る
限
り
で
は
な
い
が
、之
■に
依
て
英
國

S

政
裳 

政
派
を
代
表
す
る
政
治
家
及
び
一
流
の
公
法
學
者
等
の
將
來
-の
政
治
觀
を
伺
ふ
を
得
る
ど
共 

に
、大
戰
に
述
れ
て

 

一
«
急
激
に
な
っ
た
英
國
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
趨
勢
を
觀
察
す
る
こ
ビ
が 

H

來
る
ビ
思
ふ
灰
に
こ
の
報
吿
書
の
大
要
を
紹
介
す
る
は
、些
か
た
ぅ
ど
も
我
が
國
の
政
兮 

范
新
の
參
考
に
資
す
，办
ば
足
れ
ぅ
ビ
思
惟
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(

5 

:

入

貴
族
院
改
革
評
議

S

I

を
解
說
す
る
に
方
っ
て
、少
し
ぐ
英
國
に
於
け
る

貴

族

院

改
辑 

開
題
の
經
過
を
略
叙
す
る
の
要
が
あ
る

C

.
英
，周
の
上
下
兩
院
へ
は
、古
' ^

憲
；法

上

の
*

能
に
鹖
て
廢
<
抗

爭

の

歴

史

を

繰

返

し

て
g

る
が
、其 

S

S

?

激

來

は

、I

九

〇
六

年

自
S

內
•
間

成

立

以

來
S

で
ぁ
る
。
 

一

し
f

政
«

に
離

れ

て

辱

，た

自

由

黨

內

間

は

捲
±'
'重

來

の

意
*

を
以
て
、多
年
野
に
在
っ
て
主 

張

し

て
f

內
政
に
對
す
る
各
般
の
政
策
を
行
は
む
ど

S

S

的
を
抱
い
て
國
會
に

臨

む

 

f

 

S
 

2
 

5
五)

声

說

.英
I

族院の
.

1
 

I

s

三



第
十
3

媸

(
1

3
六

3
-
\
鞠

®
 

i

貴
族
除
の
敗
造
：

、
 

第

產
''

四
' 

.だ
。
、所

が

統
f

m

が
大
々
的
多
數
を
制
せ
る
貴
族
院
は

■
劈
輝
第

|

に
自
曲
黨
の
本
據
た
る
庶 

民
.
院
か
.ら

P

送
し
來
つ
た
敎
育
法
案
を
否
決
し
て
了
つ
た
。
そ
れ
か
ら
'重
複
投

0
廢
止
法
案 

，も
酒
場
法
案

(
L
i
c
e
n
s
i
n
g

 

B
i
l
l
)

も
词
一
の
運
命
に
遺
遇
し
た
。
自
由
黨
は
折
角
政
局
に
立
ク

V

 

も
、1

も
政
策
を
：遂
行
す
る
：こ
.ビ
が
出
來
な
い
の
で
、憤

慨

し

た

け

れ

ど

も

、憲

法
b

與
ベ
ら
れ
た 

る
權
能
を
行
使
す
る
貴
族
.院
を
ば
如
何
と
も
す
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
。

此
に
於
て
か
漸
く 

*

族
於
改
野
の
鄉
が

®

卿
の
問
に
囂
し
く
な
つ
て
來
た
。
勞
働
黨
及
び
自
由
黨
の
過
激
派

，(
R

 

a
d
i
c
a
l
s
)

の
間
に
上
院
廄
业
の
聲
さ
へ
揚
げ
ら
れ
た
。

而
し
て
上
院
改
革
を
最
初
に
英

_
 

_
政 

攛
上
の
：問

- ®
-

.
し
*

の
は
、自
由
黨
內
閣
宰
相
サ
ー
ニ
ン
リ
ー

•

ヵ
メ

ぐ

バ

ン
ナ
マ
ン
で

P
つ
 

た
。
彼
の
提
出

.に
，か

、
る
、人
民
の
意
志
を
遂
行
せ
ひ
が
爲
、上
院
の
修

J R

權
苦
く
は
不
：

I

決
f

に 

制
.眼
を
加
ふ

- ^

し
と
の

.趣
，意
の

.
決
，
案
は
一
九

0

七
年
六
月
ニ
十
.四
日
ニ
八
五
票
の
多
數
を 

以
て
庶
民
院
を

M

過
し

^

。
自

tf
j

s

政
府
の
此
の
挑
戰
的
熝
度
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、*
族
院
の 

反
.

^

0
は
一
層

f

上
し
て
來
た
然
し
上
下
兩

K

の
闘

^

が

い

ょ

激

®

R

赴
い
た
の
は
、
 

1

九
〇
九
年
ァ
ス
ク
ィ
ス
內
開
の
大
歲
大

.

.
^
.ロ
ィ
ド

0

ジ
>

丨
ジ
が
海
軍

fi
g

張

•̂勞
働
潘
養
走
年
伞 

の
.
资
に
' 

充
' 
當
せ

^

が
爲
破
天
荒
の
大
鐵
算
集

.
を
.
提
出
し
た
際
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
富
豪
貴

■

 P

の
s

 

I

る
.統
.
i

は
上
院
に

.
立

g

つ
て
、此

の

豫

蒙

S

V

S

的
で
あ
る 

會
虫
孤
的
で
ぁ
る
と
論
じ
て
之
を
否
、決
し
去
っ
た
。

蓋
し
貴
族

5

豫
算
案
を
否
決
す
る 

云
i

は
：先
例
が
な
い
で

I

い
が
、近
代
に
は
殆
ど
な
か
つ

だ

こ
と

で
、
英
國

.憲
法
の

精
神 

背

レ

聖

？

あ
：つ
た
。
:
是
七
.
於
.て
'か
、自

由
2

S

國
f

解
散
し
て
人

5

意
見
を
一 

ふ
た
の
で
あ
る
が
、總
，選

♦

の
結
果
は
政
府
の
勝
利
に
歸
し
た
。
仍
で
貴
族
院
も
人
坟
の

•!

一
 

厂

從

て

ロ
ィ
ト
。
シ

1

シ
の
M

®

粱

を

承

說

す

る

の

餘

儀

な

き

に

_

つ
た
の
で

« >
'

•

る
。
 

ゾ
豫
算
案

S

過
し
た
け
れ

5

族
H

權
に
し

1

1

す
る
限

I

由
S

従
の

" 

案
は

2

都
度
反

f

受

く

可

ミ

？

f

な
s

m

題
は

2

の
內
外
に

; 

♦て
，
i

 

く
激
し
く
論

«

せ
ら
れ
た

=

ァ
ス
ク
ィ
ス
內
閣
も
此
の
間
題
を
解
決
す
る
の

1

思
4 

，ば

^

1

〇
年
新
國
會

.
に
與
へ
-た
國
王
の

1

の
中
に
表
明
ふ
た
。
英
國
の
政
界

m

 

く 
r
> 

€

し
て
來
た
。
恰
も
此
？

、ド，

ヮ

1

ド

七
世
陛
：下
の
崩
御
に
會
し
た
の
で
、雨
大

¥

 

®
 

*

會
：象
に
依

S

協
を
試
み
た
け
れ
£

局
失
敗
に
舉
つ
た

の
で
、政
局
は

全
然
行
詰

2

 

、、一
ブ

」

o

年
十
.ム
月
.
國
會
は

&

た
も
解
散
せ
ら
：れ
た
。
總

,

擧
の
結
果
，自
由
黨
は
不
充
分
介 

力
多
勘
を
锏
し
た
の
で
愈
く
貴
族
院
の
不
ド
認
檄
を
制
限
す
る
法
案
を
國
龠
に
煶
出
し
た
。
伽
 

f

ー
卷

(
I

 

i

〇七)

論.

就

英
置
I

の吹造
 

.
V 

!

 

f
, 

i



第
:！
:

s

 

(

一
 

一
 

o
八)

諭

E

.

英
暨
族
院
，の故造，

 

第
I

六
 

し
政

.俯
は

貴
族
院
が
之
に
大
々
的
反
對
を
嗔
ふ
：可
令
ギ
を
充
分
承

_知
^

る
の
.
で
、國
王
ジ 

丨
•
ジ
■五

世
R

奏
請
し
て
、若
し
左
る
場
合

に
ば

國
王
の

.0
法
，上
の
：；大

權

：を

行

使
し
て
、
貴
族

^

の 

反
：對
を
壓
倒
す
る
に
足
る
だ
け
多
數
の
貴
族
を
製
造
せ
む
ビ
の
內
諾
を

#

た
の
で
あ
つ
た

o 

統

一
爲
貴
族
中
に

も
心
あ

る
潘
は
豫
て
か
ら

貴
族
院

自
か
ら
貴
族
院
の
改
璀
を

決
行
せ

ざ

る 

可
ら
ざ
る
こ
ど
を
唱
道

.し
て
居
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
〇
年
三
月
ロ

 

I
ズ
ベ
リ
ィ
卿
が
貴
族

' 

■:
院
：に

: ^

出

し
て
結
局
同
院
を
通
過

.
せ
し
め
た
決

_

案
中
に
、「

貴
族
の
®
位
を
有
す
る
の
み
に
て 

は
^

:
後
貴
族
：院
に
列
し
て
投
蕻
す
る
の
權
利
與
へ
ら
れ
ざ
る
可
し

」

ど
の
主
韓
に
於
て
、

±

院
t
 

改
革

.
‘す

る
の
企
晝

.は
：一

部
負

族
の
問
に
試

み
ら
れ
た
。

然
し
多
數
の
貴
族

«
大
勢
，に

W
目
で 

あ
つ
た

0

ァ
.
ス
ク

T

ス
內
照
は
一
九
一

一
.

年
の
新
國
會
に
萬
雛
を
排
し
て
上
院
の
否
認
權
を
和 

.限
す
る

F

W

國
會
法
案
を
通
過

せ

し
む
可
し
と
宣
言

.し
、

庶
JS

院
は
當
然

通
過
し

^

^ :

ョ
去
1案 

か
^

族

院

に

囘

送

せ

ら

る

、
や
、.ハ
,
ス
ブ
グ
ィ
伯
を
；首
領
に
戴
く
所
謂

0

ぽ
皆

&

3

一
 

派
の
反 

割
は
極
め
て
猛
烈
で
あ
つ
た
。

近
世
希
れ
に
見
る

#

戰
は
開
か
れ
た

0.
併
し
內
閣
は
國
王
の 

新

貴
族
製
造
て
ふ
內
諾
を
調
つ

.
て
届
る
の
で
、貴
族
院
の
硕
派
も

結
，
.
.局
®

從
す
る
，
の，
外

次
い
つ 

た

K

ち

〗

九
ニ
一
年
八
.月
十
八

日
國
會
法
案
は
貴
族
院
を

通
過
し
て

法
難

ど
な
つ

た
。

尋
で
に

.國
會
法

.
の
大
要
を
述
ぶ
れ
ば
、此
の
法
律
は
前
文
と
六
ヶ
條
の
本
文
.か
ら
成
つ
て
居 

る
が

(
I
)

佥
錢
法
案

；

(
m
o
p
s
y

 

b
i
n
s)

に
し
て
國
會
開
會
の
前
少
な
く
と
も
一
ヶ
月
以
前
に
庶
も
完 

ょ
：：
$

貴
族
ハ
院
に
廻
付
ら
れ
た
る

^ '

き
は
、若
し
貴
族
院
が
間
會
以
前
に
，於
て
修
正
を
加
へ
ず 

典
儘
.之
を
可
決
す
る

.
こ
と
な
け
れ
ば
、同
案
は
直
ち

k

國
王
の
裁
可
を
經
て
法
律
ど
な
る
可
し

< 

三

)

ニ
會
期
引
續
き
貴
族
院
に
於
て
可
決
せ
^
れ
た
る
金

餞

法
案
以
外
の
他
の
法
律
案
が
、转
し 

三
#

期
'.

？
績
き
庶
民
，院
；を
通
過
し
.
た
.
る
ど
き
は
、

三
度

目
の

'#
族
院
の

否
決
の

後
國
王

の
裁
可 

を
經
て
法
律
と
な
る
可
，し
，

(

三)

國
會
の
任
期
を

3 £

年
€

改
定
す
る
事
、以
上
の

§

が
其
の

S
 

目
.

で
あ
.る
。

(

三) 

、
 

,

;:

國
會
法
の
制
定
は
明
か

.
に
英
國
に
於
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
大
勝
利
で
あ
つ
た
。
若
し
此 

の
法
律
一
が
國
會
を
通
過
し
な
：い：で
、貴
族
院
が
以
前
の
如
く
否
！|
權
を
充
分
に
行
使
し
た
な
ら 

ば
：國
民
保
險
法
案
も
、ゥ
f

ル
ス
卜
國
敎
廢
J h

法
案
も
、愛
蘭
自
'

^

»
案
も
、大
_

# 1

に
於
て
法
轉
と 

な
る
見
丛
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ

㈧

が滔天の勢を以て英に彌薨した
 

の
は
、勿
論

世

界

大
.戰
に
因
由
す
る
け
れ
ど
、國
會
法
に
依
て
貴
族
院
の
障
礙
を
排
除
し
た
る
辦
、
 

第
十
三
卷

(

ニ
〇
九

)

論
胧
英
國
貴
族
院
の
也
造 

第

九

镪

b



(

ニ 

r〇)

論

0

英
猶
鬆
院
ひ
鳌 

第

九

ぎ

八

 

與

つ

て

多
&

に
居
る
の
で
あ
•
る
。

然
し
貴
‘
族

院

の

憲

法

上

の

權
.能
：を

減

翁

す

'る
事
に
對
し
て 

U

國
多
數
に

S

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

同

院
が
夫
の

如

ぐ

特
權

I

奮

せ
ら
れ
て
、殆
ど
不
具 

同
様
の
地
位
に
墮
落
し
、動
も
す
れ
ば
黨
派
心
に

0
ら
れ
て
急
激
に

m
れ
f

营

院

の

篇
 

を
牽
制
し
、健
全
に
し
ヤ
中
庸
を
#
营
輿
論
を
表
明
す
可
き
繁
法
上
の
權
能
ま
で
も
失
墜
す 

る
事
に
は
賛
成
し
卖
り

た
.

の
で
ぁ
る

O

即
I

族
院
改
革

I

改
造
の

I

は
英
國

政
界
の 

宿
題
：で

あ

つ

寒

ぁ

る

が

、前
述
の
如

i

國
は
大
戰
前
後
各
般
の
太
間
題

R

.忙
殺
せ
ら
れ

て
遂

;J
:

r

九

：一

七

年
ロ
ィ
ド

•

ジ，f

ジ
の
貴
族
院
改
革

評
議
會
の
任
命
を
見
る
迄
、出

題

i
 

問
却
せ

&

れ
た
次
第
で
あ
る

0

’

一
貴
族
院
改
革
評
議
會
か
宰
相
ロ
；ィ
ド

•

ジ
f

ジ
か
ら
調
？

觀
吿
ど
を
附
託
せ
ら
れ
た
事
項

(

ご
改
革
後
の
貴
族
院
が
行
使
す
可
き
立
法

*

の
性
質
並
び
に
*
眼 

(

ニ)

上
卞
雨
院
間
の
與
議
を
調
和
す
可
さ
最
良
の
方

^

■■
'(

三)

貴
族
院
が
；貴
族
院
に

適

當
な
る
權
能
を
公

正
'
に
行
使
す

可
き
や
ぅ

將
.來
鶴

成

せ

&

る

> 

R

就
て
願
は
し
き
，變
革

の
：三
點
で
ぁ
つ
た
。

.
要
す
る
に
、同
諫
議
會
は
立
法
機
關
と
し
て
の
貴
族
.院
の
職
權
に
關
す 

，る
ニ
切
の
事
を
審
赍
し
た
け
れ
ど
、社
會
の
.一
階
級
と
し
て
の
貴
族
の
權
利
及
び
特
權
に
關
す 

:
名
^

、並
び
に
大
審
院

(

英
國
の
貴
族
院
は
瑰
に
一
方
に
於
て
大
黎
院
の
職
權
を
行

ふ
1 :
他
司

法 

機
し
て
の
貴
：
族院に刚する事は凡て其の附託*項の範圆外

ビ

し
て
調
蜜

せ
ら

れ 

な
か
つ
た
。
而
し
て
同
評
議
：會
は
英
國
貴
族
院
.の
滕
史
並
び
に
從
來
貴
族
院
改
革
に
關
す
る 

m

案
を
，參
：照
す
る

：

事
は
必
耍
ど
認
め
な
か
つ
た
、け
れ
ど
現
に
存
す
&
諸
外
國
及
び
英
領
谷
殖 

民
地
の
上
院
に
關
し
：て
は
、參
考
の
爲
充
分
の
調
査
を

»

U
だ
。
殊
に
怫
蘭
西
の
公
法
大
家
五 

名
に

請

ふ
て
，同
國

:5
5

^
院
の
組
織
構
造
に
就
て
精
細
な
る
調
査

資
料

を

得
た
の
で
ぁ
る
。

貴
族
院
.：改

革

評

議

着
.が

章

族

院

改

革
.に
對
し
て
結
：局

到

達

し

た

る

考

案

は

、同

®

吿
書
第
一
一 

部
；ビ
し
て
別
に
提
示
せ
ら
れ
た
れ
ど
も
、其
れ
ば
余
の
重
き
を
措

<

听
•
で
は
な
い
。
余
の

a

に 

鐵
者
：£

介
せ
む
ヒ
欲
す
る
は
‘評

議

會

が

右

の

考

案
£

到

達

せ

し

迄

の

調

赍

硏

究

0 -
徑
路
ビ 

議
事
の
間
に
發
現
せ
ら
れ

^

る

#

員
の
貴
族
院
改
.革
に
對
す

る

政
治
的
意
見
に
在
る
の
で
ぁ
る

o

(

四)

貴
族
院
改

革
評

議
♦

は
先
づ
各
會
員
が
何
程
迄

(

.ー.)

貴
族
院
の
適
當
：な

.る

0
能
：
に

就
て
、(

一一)

貴

:

0
£
$ 

 ̂

p
 

:

英
國
貴
族
院
の
.吹

造

. 

第
九
锶
.

九



钸

十

彐

卷(

三

ニ)

論
說
英
國
貴
族
院
：の
改
造
,

：

：

.

V

 

.

第
九
笔

族

院

を

襁

成

す

可

き
I

に

就
3

麗

院

が
.
英

國

憲

法

上

占

ひ

可

き

地

に
“

 

^

る

し

I

で

あ

る
S

記

の
S

 

i

族
|

適

當
|

權

能

に

就

て一

致
‘竟

審

章

び
2

、
此

の„

 

一
 

層

必

要

と

な

つ

て

來

ミ 

^
 

R

庶
S

I

過

す
る
見

込

あ

る

比

較

的2

の

少

？

題

目

に

闕す
る
義
案

_

i

を

！

し

:;
:

!.
-.る
 

る

か

、
或

は

宄
 

ら

し
&

、
立

法

の

主

義S

ぐ

か

、
或
S

に

對

す

る一

國

の

議
5

等

分

せ

ら

れ

たS

合
U 

六

て
3

般

の

猶
_

?

る

こ

と

が

殊

にf

で
：
あ

る

。

(

ー

こ

下

院

が

今

日

の

如

ぐ

^

忙

わ 

:;
'
f
e
合
：
！

於
て
は
#
 

/

ば

外

交

政

策

に

關

す

る

が
.
如

き

重

大

な

る

間

題

に

就

き

、
上

资
に

於

て 

充

I

に
：且

つa

由

に
I

S

I

要
が
i

 

S

討

議
u

f

行

彦

の

運

命

R 

I

 

0 

M
 

^
 

f

 

3

^

 

 ̂

^
 

 ̂

 ̂

2

の

如

き

討

議

の

效

果

は

j

層

多

大
.
 

で

あ

ら

ぅ

。

 

'
 

ン

(

ニ)

貴

族
f

s

l

l

_

_

 

I

致

を
f

る

はS

裁

判

官

、
地

方

行

政
‘宫

、文
S

會
議
員
等 

活
：の
重
要 

が
勿
き

;/ 

立
一
ち
、下
院 

國
政
に
：盡
1
 

の
偏
.見
を 

可
き
喪
素 

(

三)

貴
族 

見
た
の
で 

上
院
は 

V

し
し
て
は 

扱
ふ
に
就 

s

'德
說
に

依 て な 下 あ 院 t 脫 瘅 議 謂 な 各  

て 下 ら 院 > る が し し す 員 帝 る 純  

定 院 ぬ と ° 英 て て る た 國 名 . 公  

ま ビ 。 均 國 ー 政 に る 問 部 職  

れ 均 殊 ，等 憲 致 治 堪 に 題 分 の  

る .等 に の 法 せ 間 ゆ 伴 に R 經 

の の 上 權 上 ら 題 る ふ 就 對 驗

を エ  

:幾 人 の ふ 具 商  

分 に 健 る ふ 財  

の 非 康 人 る 政  

人 す を 。 人 ’敎 

物 し 有 （2) ° 宵

° て せ 下 外 海  

畏 冷 ざ 院 交 陸  

等 靜 る 議 及 罪 ; 

は に も 員 び 務  

貴 し 上 の 殖 等

を
有
す
る

.ん
。

農 

し
：V

W

門
の
知
識 

て
特
種
の
知
識
：を 

劇
務
に
«
ル
る
だ 

人
。

(3
)

極
端
な
る 

を
到
斷
す
る
を
得

れ
た
。 

.

占

0

可
き
地
位
に
就
て
は
、左
の
諸
點
に
於
て
谷
贝
間
の
一
致
を

る 黨 け 具

の
#

さ
國
..民生 

民
地
に
，關
す
る 

候

補

恶

V
J

し
て 

院
議
員
と
し
て 

て
、比
較
的
政
黨 

族
院
を
組
織
す

力
を
有
し

V

は
な
ら 

院
は
內
間
を
造
も
、又 

權
利
を

.有
し

V

は
な 

み

な

ら
.t'
'
f
sla
を

-L

も
內
開
を
廢
す
る

•
下
院
同
檄
の
.權
カ
を
與
へ
む
か
、之
.が
爲
及
ぶ
可
き
影
響
の
重
大

.

第十三潘.

(
一

ニ 
§

-

論
.、

胧
英
國
貴
族
院
の
吹
造
.
 

/ 

第
九
！
！
.

て ら は ぬ  

下 ぬ 之 ° 

院 ° を 又  

支 此 廢 下  

持 の す 院  

の 事 る の  

下 t Z の 競  

に る 權 锻  

立 久 カ 潘  

た し 並 た  

し き び る  

め 間 に こ

な て の 财 S 

る 上 似 政 を  

一 英 院 習 を 0  

國 に 及 取 的
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イ
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'
 

<
 

l

i :(

三

四

て

論

說

英

國

貴
I

I

 

‘
 

’

亦
f

 

る
所
で
ぁ
る
。

貴

族

院

は

全
f

し
H

國
H

 

I

I

定

す

る

こ

ど

を

目

的
.暴

ね

ば

な

ら

ね

。

而

し

て
A 

5

1

 

?

努

め
5

だ

人

民
2

思
.

1

當

に

2

る
と
I

に
f

を
W

T H

、

人
i

丨
§■

し

て
*

分
0

1 "

任

'̂
負

は

虹

ば

な

ら

ぬ

o

?.
,》

! !
!

• !
I

V
定

め

政

見

i

.
せ
？

ゃ

I

 

i

 

!

 
!

れ

’
g

l「

.，八

! ;
; !
一

口

ら

さ

る

事

に

就

て

一

致

し

、
次

に

貴

族

院

議

2

各

自

の

人

格

、識

見

、

口

れ

を

承

認

し

た

。

歳

院

S

G

K 

k海

'
 
ノ

ビ

て 

i

て
I

せ

る
乙
ビ
I

し
、K

の
.討

論

に

侬

て

人

る
、

者

涘

と

と
K
 

r

:.
7

'

f
，

.
め

ホ

：ば

ァ

ら

ぬ

0

最

後

に

評

議

曾

は

新

た

に

組

織

せ

ら

I

間

に
：
J

I

る
、
こ
l

i

;

 

J

_

s

高
i

次

に
S

し

だ

る

■

靡

法

の

進

步
 

上

致

す

可 
<
 
同
I

:

舊
I

最
J

る

傳
f

新

院

に

保.持

す

る

所f

る

可

し

•

彷

に
於
て
意
見
の
，

.
一
致
、を
見
た
の

.
で
あ
る
。

:
£

) 

.

貴
族
院
改
革

» :
_

#ば
：：

其
.
の
附
託
せ
ら
れ
た
る
前
揭
三
項
目
の
ゆ
、貴
族
院
の
構
成
に
關
す 

る
問
題
か
ら
調
杳
を
開
始
し
た
の
で
，あ
る
が
、其
れ
は
此
の

點

が
爾
も

_

_

の
岐
る
、
最
も
困 

■雛
な
る

'
間
題
'
で
_
あ
つ
へ
た
か
ら
で

あ
る
。
現
貴

*

院

ミ

新

た

に

組

齡

せ

ら

る

、
貴

族

院

/
の
.間 

一へに系
統
を
保
續
す
可
し
ど
は
、上
記
の
如

く

會
員
一
般
か
ら
承
認
せ
ら
れ
た
主
義

で
あ
.
る
‘か
ら
、
 

新
貴
族
院
の

一
部
夯
は

®

*
族
院

«

員
中
か
ら
梂
用

.
せ
ら
る

可
し
ビ
せ
ら
れ
た
。
夫
れ
か
ら 

:
新
.貴
族
：院

0

勢
カ
；に
取
て
三
個
の
重
大
な
る
婴
件
は
、貴
族
院
：が
其
の

.
背

後

^
人
民
の
權
威
を 

へ
負
ふ
可
き
.
0
ち
貴
族
院
は
英
國

E

民
の
全
：體
に
向
て
自
由
に
平
等
に
解
放
せ
ら
る
可

&

事
‘
と
、
 

貴
族
院
は
人
民
の
思
考
及
び
精
神
に
對
し
て
責
任
を
負
ふ
可
さ
事
で
あ
る
か
，ら、隨
て
貴
族
院 

の
大
多
數
は
人
民
の

V

權
威
を
享
受
す
可
き
や
ぅ
選
擧
甘
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
定
め
ら
れ
た
。
 

次
に
.
評
議
會
は
財
產
寶
格
の
制
限
を
基
礎

ビ
す
る
貴
族
院
を
有
す
る
乙
ビ
に
名
被

1

、
ベ
货
，
 

產
資
格
を

®

く
こ
ビ
に
も
反
對
し
、你
ほ
貴
族
院
議
員
を
ば
例
へ
ば
公
職
に
花
り
し
人
ビ
云
ふ 

が

如

，き

一

定

の

範
_

內
か
ら
選
任
す
可
し
と
の
所
論
に
も
賛
成
し
な
か
つ
た
。
か
く
て
評
沒 

,

笫
十
竺
卷

U

 

ニ 

S
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論
、

M
,
灰
阈
贵
族
院
の
吹
造
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笫
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論
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蔷
貴
族
院
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I

.
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i

、
 

M

P
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r

•

す
る 

i

n

f

z

 

(

こ
國
王
の
名
に
依
り
國
務
大
回
の
手
に
於
て
貴
族
院
議
音

2

す

可

し

ビ

の

方

被

f l
n

I I

。
す

る

保

！

事

と

、
政

！

用

せ

！

し

昼

由

.
か

ら

し
5 :
成 

.
三

)

同

I

I

合

依

V

5

s

l

f

、|

す

可

し

段

こ

謝
'
し

て
.
直

接

責

：任|

ひ
I

の

背

後

に

人

民

の

意

思

て

ふ

重

力

を

加

へ

、
隨

9
 
^
 

U

、
併
t

s

s

s

f

を

反

射

す

可

く

营

人

民
m

l

 

J

H

、■

有

力

！

S

■

。

此
P

P

だ

^

厂

遞

擧

人

に

依

てI

せられたる議會は庶比院

s

s

m

ど 

於
く
民
か
ら
直
接

.の

マ

ン

デ

丨

ト

を

有

す

る

が

故

、隨

て

庶

民

院

ビ

同

ー

な

る

財

政

^ |
つ

で
ぁ

6

ぅ
楚
れ
は
前
述
の
貴
族
院
の
本
分

R

反
す
る

も

の

e

ち 

を
2

て
、結
局
庶
民
院
ビ
同
一
の
形
態
を
具
す
る

f

な
る
で
ぁ 

の
何
れ
に
對
し
て
も
賢
任
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

e

に
な
る
で
あ

梢
利
を
要
求

.す
，る
に
至
る 

:

る
Q

..

」

即
ち
貴
、族
跨

.の
' #
*
 

ら
う
。
內
閣
は
上
下
兩
院

ら
う
。
夫
れ
か
ら
上
院
は
人
氣
の
少
な
い
だ
け
下
院
に
擧
げ
ら
れ
な
い
殘
餘 

な
る
か
’或
は
反
對
に
、任
期
が
長
い
.爲

希

璲

者

が

多

く

て

却

て

有

力

な

る

議

會 

う
。
.是
等
の
反
對
論
か

.
ら
、⑽
の
方
策
は
廢
棄
せ
ら
れ
た

。

'

(

三)

州
議
會
及
び

C
o
u
n
t
y

 

b
o
r
o
u
g
h

の
»

會
の
如
き
地
方
_
會
の
代
衷
漭
か
ら 

會

(electE 

s
i
e
g
e
s
)

の
手
に
依

て
®

方
に
勢
力
あ

b
、»
際
政
治
に
經
驗

あ
る 

め
た
な
ら
ば

、
#

く
の

©

州
を
要
せ
ず
、且
直
接
選
擧
に
伴
ふ
黨
派
の
弊
窖
も
な 

人
士
を
得
る
で
あ
ら
う

ビ
の

方
策
は
、多

く
の

»
成
者
を
得
た
の

^,
あ
る

が
、反 

く
な
か
つ
た
。
其
の
反
對
葸
見
を
擧
ぐ
れ
ば
.，此
の
方
案
は
從
來
非
政
黧
的
に 

地
方
議
龠
の
選
擧
に
黨
派
的
色
彩
を
加
へ
し
め
、隨
て
其
の
選
擧
は
地
方
事
業 

や
と
云
ふ
こ
と
ょ

5

も
、其
の
候
補
者
の
政
治
的
意
見
の
如
何
に
依
て
爭
は
る 

ら
う
。
而
し
て
地
方
議
會
の
效
泶
は
擧
が
ら
な
い
乙
ビ
に
な
る

.で
あ
ら
う
。

の
議
員
は

一

國
の
政
治
と
多
く
の
交
渉
な
き
業
務
に
對
し
て
選
擧
せ
ら
れ
た 

の
に
乙
れ
に
貴
族
院
饑
員
を
迦
擧
す
る
と
云
ふ
全
く
筋
違
の
業
務
を
負
は
し 

實
な
石
理

FI
-

I
あ
る
可
ら
ず
云
々
。
か
く
て
反
對
論
が
結
局
勝
利
を
占
め
た
の

.0 

.
英
國
貴
族
院
の
吹
造
'
.
.
:
:
.
:

の
人
物
の
府

^j

.
 

S

な
る
で
あ
ら

/

成
る
所

S
i

選
舉 

人
物
を
擧
げ
し 

く
し
て

f e

M
の 

對
論
も
亦
少
な 

行
は
れ
來
つ
た 

に
適
す
る
や
否 

>
に
绝
る

.
で
あ

:兀
來
地
方
_
脅 

る
人
々
で
あ
‘る 

む
る
付
^
の
堅 

で
あ
る
。
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ニ
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八)

論

訧

籥

叢

说

の

I

」

 

.
‘ 

f

 

(

_

S

5

ら
成
る
常

S

I

不
人
を
超
ゆ
可

I

の
手
に
貴
族

M

s

族

が

M

y

ば

^

I

f

し
む
可
し

f

の
選
f

 

I

細
な
る
規

S

あ
る)

と
の
方
案 

f

數
多
の

f

者
か
ぁ

_

け
れ
I

員
の
多
數
は
今
少
し
廣
沉

f

基
礎
の

.q

こ
身
廣

,
o

け

れ

ば

な

唱

へ

て

、此
の
方
案
も
亦
廢
棄
せ
ら
れ
气

 

び
丁

.

‘ 

S

.

^̂̂
 
^

 
S
b 
^

 

n̂

 
^

 

^̂̂
 
^

 

庶
民
院
ミ 

W 
_

4 -
1

と
？

セ
投

f

る
か
、或
は
庶
民

|

數
圓
體
に
分
た
れ

^ |

各
[|
1
1 

ノ 

u

v

s t
m

 

一
 

I

f

選
出
せ
し
む
る
の
で
あ
る

。

„

?

 
一
 

f

に
l

i

然
i

l

の
I

起

の

人

2

^

る

、> 
n

 

u
 

I
I

I

 

?

黨
派
的
替
言
若
ぐ
は
黨
派
的
勤
功
の
上

t

蟹

せ

ら 

出
j

::

る
て
あ
ら
ぅ
：

I

ふ
の
で
、
I

の
方
法
に
は
反

I

が

多
か
つ
た
。
比
例
投
？

:

l

_

v <

■

■

補
 r

 

零

^

.
,

ノ

ら
k

故
に
.
此
の
如

^
 

I

法
は
國
民
が
希

f

る
が
如
益

S

騰

圈
ビ1

族
院
を
造
る
こ
ど
が

.
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。

 

‘

之

に

.
反

し

て

、庶

民

，院

：議

員

が

I

國
■を
大
き
く
區
：劃
し
た

I

定
の
地
區
を
代
表
す
る
圈
體 

分
け
ら

.
れ
、
彼

等

が

適'當
ビ
信
ず

.る
'
貴

族
,

議
員
を

S

擧

す

可

，ぐ
、
各

團

體

が

を

れ

會

を
 

る
な
:ら

ば

、
上

に

述

べ

た如
：為

危
險
の
發
生
す
る
®
合
が

少
な
い
で

あ
ら
う

。
' 

是

等
の
圈
髋 

:
組
0

す
，る
下

.
院
議

M
は
彼
等
尉
身
が
選
出
せ
ら
れ
た
其
の
地
方
の
必
要

S

願
望
と
を
最
も 

:
く
代
：表
す
る
人
；物
.を

知

：，つ

リ

て

届

る

_

で
あ
、る
か
ら
，彼

等

は

庶

民

院

全

體

ヒ

し

て

は

馆

幾

す 

'能
は

h

る
選
擧

M

に
.對(

す
る
實
任
の

®

念
の
下
に
行
動
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
友
誼
的
に

»

を 

:
篇
和
>

:
る
：に
楚
支
な
い
程
の
人
數
會
合
し
て

#

® :

導
を
代
表
す
る
人
物
を

®

ぶ
可
く
.而
レ 

活
潑
な
る
政
黨
政
治
に
は
適
せ
ざ
る
も
、公
疋
，不
偏
の
精
神
を
以
て
政
治
問
題
を
取
扱
ふ
資 

あ
る
人

±

の
^

に
^

族
院
の
：議

席

を

留

保

す

る

で

あ

ら

う

。

:

此
の
第
二
方
案
は
庶
民
院
全
體
が

：
”

圆
と

な

つ
て
貴
族
院
議
員
を

®

擧
す
る
と
云
ふ

.第 

; *

案
に
：比
し
て
は
，朋
.が
^

優
れ
て
.居

る

け
れ

.ど
、此
の
方
案
を
前

_

の
南
；院
議
員
か
ら
成
る
ヰ 

.
員
#

5

に
依
て

®

f

る
方
案

e

比
較
し
て
何
れ
を
採
る
可
含

J

云
ふ
段
に
な
つ
て
、ぬ
 

密
の
赞
成
侧
は
少
數

2

を
；s

i

め
む
こ
ビ
を
濃
し

5

の
？

反

5

山
を

S

 

辩
十
拳

(

三
九

)

論
眺
興
國
資
族
院
の
產

 

V

i

一，
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第
十
三
©

(

ニ
ニ
〇)

論
' 

說
、

英
S

藤
院
の
吹
造
 

卩
i

マ 

し
た
。

庶
民
院
議
員
の
諸
團
體
が
、貴
族
院
に
要
す
る
附
屬
性
を
有
し
、或
ば
貴
族
院
に

®
 

I

せ
ら
れ 

た
る

#

能
を
好
く
行
使
す
可
き
人
物
の
圃
體
を

3

出
す
る

乙
ビ
は
恐
ら
く
出
來
な
い
で
あ
ら 

う
::
'

0
必
然
鐵
人
た
る
人
に
依
て
選
出
せ
ら
れ
た
る
貴
族
院
議
員
に
向
て
黨
派
心
か
ら
脫
却
せ 

む
こ
ど
を
求
む
る

.は
•
恐
ら
く
期
待
せ
ら
れ
な
い
事
で
あ
ら
う
。
彼
等
は
勢
殆
ど
黨
人
ビ
し
て 

&

泰
せ
ら
れ
ブ
の
で
あ
る

*

R
:
;

ら
.
自
か
ら
政
黨
の
拘
束
を
感

f
5,

で
/
あ
ら

5

0
其
は
兎
に
^
此 

の

如

：き
：仕

組

は

最

も

：面

0

か
ら
ぎ
る
；種
類
の
爾
を
導
く
で
あ
ら
う
ビ
懸
念
せ
ら
る

 ゝ

l

i

s

是
等
の

.：.反

.
對
侧

は
論
，ず

.る
：の
：で
あ
る
。
選
擧
人
の
極
少
數
が
，比
例
的
機
關
に
依
て 

貴
；族

院

議

員

を
a

擧
し
.
得
る
乙
：ヒ
：に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、茈
の
人
物
が
卓
越
し
て
居
る
か
ら 

f

力
若

<

は

貴

族

院

：の
政
務
に
參
'
與
す
る
に
適
し
て
居
る
と
か
云
ふ
こ
ビ
は
間
は
れ
な
い
で
、
 

.

^
治
ユ

^

く
は
金

0
上
政

m

に
盡
し
た
功
勞
に

1

ゆ
る
爲
，め

€

か
，甚
だ
し
き
は
個
人
の
友

；
^
 

上
か
ら
選
舉
す
る
に
至
る
が
如
き
勢
に
往
々

.
立
至
る
で
あ
ら
う
。
若
し
貴
族
浣
が
馆
民
兒
遜 

員
：の
候
補

«

を
擧
，ぐ
る
，政
黨
の
團
體
に
向
て
開
放
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
貴
族
：院
の
席
は
*
黨
睽 

補
者
の
遣
繰
に
依

.

V
:

左
右
；せ，，

ら
れ
た
う
、或

は

場

合

に
.依
て
は
、其
の
政
意
に
取
て
有

I

で
活

li
j

す
る
人
物
：を
以
て

_

に
人
嬰
の
衰
へ

★

人
と
代
ら
し
め
#
て
其
人
を
祭
り
込
む
だ
り
す
る
や 

う
厂
な
る
で
あ
ら
う
。
反
對
侧
は
又
，凡
ゆ
る
是
等
種
冷
雜
多
の
形
を

M

す
る
交
渉
に
就
て

、
#
 

种
の
方
面
か
ら
獲
ら
れ
た
る
多
額
の
基
金
に
依
て
支
持
せ
ら
る
、
政
黨
の
組
織
は
從
來
ょ
み 

も
ー
腐
大
な
る
勢
カ
を
輝
う
で
あ
ら
う
乙
と
を
恐
れ
た
。
彼
等
，は
尙
ほ
主
張
し
た
、沒
し
»
族 

院
の

«

能
及
び

「

地
位
が
評
！

i

會
の

«

課
す
る
こ
と
に
決
し
た
如
き
も
の
ビ
す
る
な
ら

X

，貴
族 

俗
は

0

$

J l
F

il

阬
ど

M
つ
て

#

の
競
淨
恶
た
る
が
如
き
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
故
に 

热
调

| ^
^

あ
つ
冠
せ
て

'庶
民
院
の
«
威
の
基
礎
た
る
同
一
の
選
擧
主
義
に
因
つ
て
立
つ
け
れ 

と
然
し
其
の

*

威
，の
程
度

.が
低
ぐ
、見
甚
だ

.し
く
批
評
を
招

.
ぐ

が

如

き

機

,

を
通
じ
て
行
動
す 

Z

や
う
な
負
族
阵
を

J
II
3
Cぐ
.
る
こ
と
は

! t

明
で
な
い
、庶
民
院
に
依
て
造
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か 

■̂

夫
れ
に

®

し
て
充
分
な

■
る
密
刺
を
加
ふ
る
こ
ビ
は
出
來
な
い
云
々
。

;

:

:

k等
，の

反
對
論
に

'對
し
て
、選

擧

幽
‘體
S

し
て
選
ば
れ
た
る
庶
民
院

.議
員

'等

の
各
自
選
擧
人 

R 

1̂

る
叉

貴
族
院

*

員
®
出
の

爲
彼
等

が
代
表
す

る

一
層
大

な
る

願
域
の
選
擧
人

に
a

す 

る

S

任
は

&

對
佣
が

恐
：る

、

M

m
心
を
抑

制
す

可
し

マ

j

論
駿

せ
ら
れ

た
。
楚
等
の
選

擧

i«
體

■ 

は
高

^

政
見
を
有
す
る
人
を
選
出
す

'る

こ

と
，に
努
め
、又
地
方
的
，精
神
を
硏
究
す
る

乙

と
に
努 

站
十
三
海

(

ニ
ニ

.
*

)

論
說
英
霞
族
院
の
蓬
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ニ
ニ 
5

論

說

英

1 .

發
院
0
產

ン

. 

第
九
號
,

ニ
0

む
る
で
あ
ら
ぅ
。
此
の
如
く
し
て
、彼
尊

£

敗
黛
の

#

事
及
び
院
內
幹
事
の
-支
配
に
服
從
せ
ざ

‘
る
可
ぐ
、而
し
て
彼
：等
：の
.
霞

は

憂

處

せ

ら

る

、
が
如
き
一
種
.
m

味

な

る

勢

ヵ

の

發

揮

に

對

す

る
保
’障
を
與
る
で
あ
ら
ぅ
。
彼
等
は
又
論
ず
ら
ぐ
、此
の
如
き
腐
敗
性
な
る
政
治
的
勢
力
の
卜

V
ル
ヵ
存
在
す
る
ど
想
足
し
て
、其
の
勢
力
が

(

四)

に

提

唱

せ

ら

る

、
上
.下
兩
院
の

選

擧

會

に

双

ぼ

す
所
は
，被
に
唱
道
せ
ら
る
、
比
較
的
犬
な
る
迦
擧
園
體
に
及
ぼ
す
所
と
興
る
所
あ
ら
ざ
る

.
T

$
は
挪
易
き
道
理
で
は
な
い
か
。
上

K

を
し
て
下

K

の
鱗
爭
考
た
ら

ざ
ら
し
め
む
が

®

、兩
究

の
職

- ^

に
相
逄
.を

設

く

る

主

義

の

必

要

に

就

て

は

、被
等
は
反
：對
；侧
と
同
意
觅
で
あ
つ
た
り

.
彼
^

は
O
U
,の
主

| £

を
ば

:|
!

{
民
^

の
選
擧
を
基
礎
と
す
る
貴
族
院
の
照
接
代
表
の
性
幫

1

K

こ

全
：體

A

し
て
の
此
の
方
案
の
特
色
^
る
下
文
に
詳
述
せ
ら
る
可
き
他
の
相
違
點
即
ち
任

W

の

:
長
き
事
、異
つ
た
.
る
：立
法
：權
.及
び
财
政
權
、議
員
數
の
少
な
き
寧
等
に
發
見
し
た
の
で
あ
る
。
是

等
の
議
論
に
動

.か

さ
れ
て
、貴
族
：除

改

革

評

議

會

の

多

數

は

、地

方

的

跪

劃

に

ょ

つ

て

陆

合

せ

ら

: n
s

る
庶
^

院

議

員
0

随

體
:0
:

手
に
貴
族
院
議
員
を
選
摩
す
る
方
案

.
に
：賛

成

し

た

の

で

あ

る

。
 

(

未
'
§
 

:

橋

誠

m

9namm

近
1

哲
專
の
始
通

R
s

e

 

D
e
s
c
a
r
t
e
s

は
思

想
ど
現
體
、心
意
と
物
質
ど
の

»

立
を
和
解
す
る

乙 

と
を

1-
1

定
し

1 1

ク
企
圖
し
，た

6

。‘.本
質
は
其
存
在
の
爲
に
他
の
何
物
を
も
耍
せ
ず
し
て
存
在 

;;
■
す
る
所

.

」

の
も
の
な

6

。
::

斯
く
の
如
き
最
爽
無
限
の
意
義

-
に
於
て
は
神
は
«

ー

 

の
本
質
な
り
。
 

然
る
に
一
一
個
の

ii

造
せ
ら
れ
た
る
本
質
、思
惟
的
及
び
有
體
的
本
質
、心
意
及
び
物
®
は
有
限 

意
■

於
け
る

.本
質

^

る
に
過
ぎ
ず
。
彼
等
は
其
存
在

.
に
對
し
て
獨

>

 
神
の
協
力
を
必
要 

す
る
も
の

'
な
&

と
の

一
般
槪
念
の
下
に
理
解
せ
ら
る
可
き
も
の

ff
i

容
t t

、即
ち
空
間
を 

.
す
の
性
質
及
び
意
識

(
e
x
t
e
n
s

o*

及
び
。
|

。)

は
其
究
竟

¥

一
、本
原
の
獨
性
な
り
。
總
て
在 

も
の
は
空
偽
纩
な
る
か
或
は
意
識
的
な
る
か
の

.孰
れ
か
' 

な
：b

。

即
ち
是
等
一
一
個
の
本
原
的
®
 

位
は

S

接
が
に
關
聯
す
。

思
想
は
純
正
に
內
的
の
も
の
に
し
て
犁
に
自
我
に
臌
し
^

性
は
外

.
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